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岩手県大槌町
● 活動名 ● 関係する学校名

大槌町教育委員会地域学校協働本部 大槌町立大槌学園、大槌町立吉里吉里学園小学部、
大槌町立吉里吉里学園中学部

 

● 

活
動
の
概
要
・
経
緯

　東日本大震災津波により大きな被害を受けた大槌町では、この震災から立ち上がる復興・防災を基盤とした「生きる力」・「ふ
るさと創生」の教育を推進し、ふるさとの将来を担う人材の育成を目指してきた。町では、学校・家庭・地域が一体となって子
供たちを育む仕組みとして「小中一貫教育」を導入し、その柱として大槌町独自の学習領域「ふるさと科」を創設。
　「ふるさと科」に係る会議の中で、大槌町と提携している大学関係者から、「地域人材を効果的に活用しながら『ふるさと科』
を充実させるには、地域と学校をつなぐ『学校支援地域コーディネーター』の設置が必要である」との助言を受け、以前から大
槌町に居住し、各関係機関等ともつながりのあるコーディネーターを１名配置。学校支援地域カレンダーの作成やふるさと科の
コーディネートを行う。
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● 活動の特徴・工夫�
【特徴的な活動内容】
　コーディネーターが、学校や地域住民等との連絡・企画調整を行い、地域や学校の実情に応じながら特色ある活動を充実させている。
「ふるさと科」では、復興に取り組む地域産業に関する学習、防災教育・ボランティア教育・福祉教育・キャリア教育といった必要な
教育内容を盛り込み、継続性、系統性を重視したカリキュラムを９年間にわたって実施することにより、地域参加型の豊かな体験の創
出と学びの充実を図っている。ここでは、多くの町内の個人商店をふるさと科の講師等として招くことで、「新巻鮭作り」や「わかめ
の学習」等の創意工夫のある多様な活動をサポートしている。また、地域と学校の教育活動について共有・理解が図られるように「学
校支援地域カレンダー」を作成し、学校関係者や保護者、町内の企業、地域ボランティア等にも配布し、学校の予定を地域等と共有す
ることによって、地域と学校の連携・協働の充実に努めている。

【実施にあたっての工夫】
１　コーディネーターが、カレンダーの編集の際、一ヶ月ごと丁寧に、地域の方も一緒に写っている写真をバランスよく選定している。
２�　「井戸端会議室」を設置して、コーディネーターが常駐することで、「地域学校協働本部」の拠点になっている。地元の有志「若だ
んな会」をはじめとする地域人材の活用による地域との連携・協働を推進している。

３�　コーディネーターが各学校の計画に沿って、たくさんの地域人材と連携・協働する機会を設定。新年度には共通理解を図るために、
教育委員会と各学園の担当の先生方と「打ち合わせ会」を実施し、ふるさと科の１授業の度に少なくとも５回の打ち合わせを実施し
ている。

● 事業を実施しての効果・成果�
１　カレンダーの写真をみた地域住民と保護者の学校や「ふるさと科」への理解が進んでいる。
２�　地域の先生となったボランティアの方から「子供たちと関わりを持ててうれしい」「学校との距離がいっそう近くなった」等の声
がある。

３�　コーディネーターにより地域と学校がつながれたことによる、互いの連携・協働の促進。また、コーディネーターが教育的価値に
照らした地域人材を見出し、継続的につないでいくことにより「ふるさと科」が充実してきている。

４　「ふるさと科」の充実により、「ふるさと科が好き」と回答した児童生徒が８割（27年度）から９割（28年度）に上昇。
●その他�

《連携している企業等》
・大槌町教育委員会 ・はまぎく若だんな会 ・大槌商工会 ・どっこいしょＫ ・福幸きらり仮設商店街 ・新おおつち漁業協同組合
・大槌町農業協同組合 ・吉里吉里長寿会 ・沢山自治会 ・大槌町屋敷前災害公営住宅自治会・町内各事業所

「ふるさと科」を核として学校・家庭・地域が連携・協
働する教育活動

学 校
【窓口】

ふるさと科担当教員

地 域
【窓口】

学校支援地域ＣＯ

家 庭

連携

指導 教育委員会

教育力向上 生活環境の向上 教育力向上

○「ふるさと科担当教員」は、各学校の主幹教諭や研究主任、教務主任が務める。

○学校支援地域コーディネーターは、教育委員会が任命・委託。現コーディネーターは商工会女性部部
長でもある。 

参画

理解

参画

理解

評価

連携

連携ふるさと科
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制
図

開始年度 平成 24 年度 学級数 20 学級
児童・
生徒数

627 人

活動内容
■学習支援活動　　□部活動支援　　　　□環境整備
■子供の安全確保　□学校行事等の支援　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数 連 携 団
体・企業
等

大槌商工会
0　人 2　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 地域住民

74　人

参考 URL

「ふるさと科」の活動を町内の様々な事業所と連携して実施している点、コーディネーターが核となり「井
戸端会議室」を開放することで、日常的なつながりをつくっている点など地域事情に即した活動が素晴ら
しいですね。

ポイント

● 連絡先 大槌町教育委員会事務局学務課 ☎ 0193-42-6100

こんな
活動です


